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１．発災時における
環境省の対応事例
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令和５年５月石川県能登地方を震源
とする地震
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災害をもたらした気象の概況

■５月５日14時42分に石川県能登地方の深さ12㎞（暫定値）を震源とするマグニチュード6.5（暫
定値）の地震が発生し、石川県の珠洲市(すずし)で震度６強を観測したほか、東北地方から中国・
四国地方にかけて震度５強～１を観測。

■５月５日21時58分に石川県能登地方の深さ14㎞（暫定値）を震源とするマグニチュード5.9（暫
定値）の地震が発生し、石川県の珠洲市(すずし)で震度５強を観測したほか、東北地方から四国地
方にかけて震度５弱～１を観測

令和５年５月５日の石川県能登地方の地震

出典：気象庁資料
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令和５年５月石川県能登地方を震源とする地震における住家の被害状況 [棟]

都道府県名 全壊 半壊
一部
破損

合計

石川県 38 263 1,355 1,656

※出典：総務省消防庁情報（令和５年７月３日時点）

正院町 民家の塀の崩壊
環境省撮影 （令和５年５月６日）

正院町 民家の屋根の崩壊
環境省撮影 （令和５年５月６日）
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令和５年５月石川県能登地方を震源とする地震における災害廃棄物の状況

【石川県】
■県内被災地域に中部地方環境事務所及等の職員のべ21名・日派遣。
※派遣先市町村：石川県（珠洲市、能登町）

３月24日

珠洲市営野球場駐車場仮置場

５月９日 環境省撮影

能登町奥能登クリーンセンター

５月20日 環境省撮影

珠洲市 ジャンボリー跡地仮置場

５月20日 環境省撮影

出典：国土地理院ウェブサイト
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#9/37.304/136.88/&contents=estimated_intensity_map
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令和５年５月石川県能登地方を震源とする地震における環境省の災害廃棄物調査状況

能登町 クリーンセンターへの搬入状況確認
環境省撮影（令和５年５月20日）

珠洲市 仮置場への搬入状況確認
環境省撮影 （令和５年５月９日）

珠洲市 仮置場への搬入状況確認
環境省撮影 （令和５年５月20日）

珠洲市役所 環境省、石川県、珠洲市との打合せ
環境省撮影 （令和５年５月20日）
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２．災害廃棄物処理の流れ
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災害廃棄物処理の流れ

＜被災地域＞
被災した家屋から出
て来た片付けごみ等
の撤去

収集、運搬
廃棄物の一時集積

など

＜仮置場＞
○一次仮置場
粗選別、分別
保管
処理困難物の対応

（比較的規模の大きい災害）
○二次仮置場
移動式及び仮設処理施設による
中間処理 など

＜処理・処分先＞
既存の中間処理施設
（産廃施設も含む）

最終処分
再資源化（復興資材
への利用）
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３．災害廃棄物処理における
ボランティア団体との連携
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ボランティア・NPO等の活動計画

市区町村による災害廃棄物等の収集運搬計画

連携・調整

〇市区町村（環境部局、都市部局）は、自衛隊、ボランティア（社会福祉協議会）・NPO、環境省と連携し
て、環境省事業、国土交通省事業等により災害廃棄物等の撤去を実施。

〇特に、ボランティア・NPO等の活動で排出された災害廃棄物等が、宅地前の道路等に堆積して交通の障害
等を発生させることのないよう、市区町村が調整して仮置場への災害廃棄物等の搬出を実施。

地区A

宅

地

地区B

地区C

市区町村

自衛隊 自衛隊

ボランティア・NPO

ボランティア・NPO

市区町村職員の立ち合い 等

市区町村門

前

市区町村

仮

置

場

処

理

施

設市区町村

必要に応じ、
市区町村職員の立ち合い等

作業実施地区や作業内容を調整、分担する等の例

災害時の災害廃棄物撤去に係るボランティアとの連携
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災害廃棄物に関するボランティア活動

１．災害廃棄物対応に係る災害ボランティアの支援活動（例）

①一般家庭の敷地内に散乱した廃棄物の搬出
②浸水家屋の床下の泥出し
③家屋内の被災した家財の搬出
④貴重品や思い出の品等の整理・清掃

２．災害廃棄物の取扱いで注意すべき事項

①作業に当たっての健康、安全確保（特に熱中症対策）
②災害廃棄物（片付けごみ）の分別方法や仮置場の場所、仮置場の
持ち込み可能日時などを確認する。

③生活ごみなどの収集日、収集ルート、分別方法について確認する。

３．災害ボランティアの受入れ体制に係る事例（OneNAGANO）

・令和元年東日本台風の被災地で大きな被害を受けた長野県長野市では、
災害ボランティアが昼間に災害ごみを一時集積所へ集積させ、自衛隊
が夜間にトラックで地区外に搬出するオペレーションが実施された。
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災害廃棄物対策に係る住民への事前の周知

【大分県臼杵市、熊本県西原村】ごみ収集カレンダーを活用した情報発信
○ごみ収集カレンダー下部に災害廃棄物の分別方法等を記載することで、平時から地域住民へ災害時のごみの出し方を周知し
ている事例がある。

●災害時は仮置場へ災害廃棄物を搬入する必要があることや、
具体的な分別種類まで記載している。

●災害時は仮置場へ災害廃棄物を搬入する必要があることや具体的な仮置場の名称まで記載している。
●更に、分別種類、仮置場のレイアウトも記載している。

＜大分県臼杵市ごみ収集カレンダー＞ ＜熊本県西原村ごみ収集カレンダー＞
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ボランティアとの連携方策

発災時の連携平時の連携

社会福祉
協議会

市区町村の
廃棄物部局

連絡先の
共有

分別・排出
方法の共有
・周知

地域
住民

分別・排出
方法の周知

社会福祉
協議会

市区町村の
廃棄物部局

情報共有会議等
を通じた情報共有

JVOAD環境省

NPO・ボラン
ティア団体の
連絡先の共有

地域
住民

片付けごみの収集
運搬に係る調整

事務連絡等の
共有

広報チラシ等
を通じた速や
かな分別・排
出方法の共有

・周知

NPO・ボランテ
ィア団体の連絡
先等の情報共有

○平時からのJVOAD、社会福祉協議会と情報交換による連携を強化
○発災時には、内閣府防災、厚生労働省、全国社会福祉協議会、JVOAD等と
意見交換を実施

JVOAD
環境省

情報交換

協議会に
よる
連携
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発災時における事務連絡の発出

発災後、速やかに被災都道府県を通じて被災自治体に、ボランティアとの連
携に関して事務連絡を通知。

・連絡体制の構築（自治体、社会福祉協議会、NPO・ボランティア団体）
・災害廃棄物の撤去等に係る広報・周知
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家屋内からの搬出作業と思い出の品

家屋からの災害廃棄物の搬出状況

○貴重品・思い出の品の取扱い

所有者等が不明な貴重品（株券、金券、
商品券、古銭、貴金属等）は、速やかに
警察に届ける。

所有者等の個人にとって価値があると
認められるもの（思い出の品）について
は、廃棄に回さず、自治体等で保管し、
可能な限り所有者に引渡す。

回収対象として、位牌、アルバム、
卒業証書、賞状、成績表、写真、
財布、通帳、手帳、ハンコ、貴金
属類、PC、HDD、携帯電話、ビデ
オ、デジカメ等が想定される。個人情

報も含まれるため、保管・管理には配慮
が必要となる。
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ご静聴いただき、
ありがとうございました。


